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二
○
二
五
（
令
和
七
）
年
は
昭
和
一
○
○
年
、
戦

後
八
○
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
八
月
十
五

日
を
中
心
に
各
方
面
で
回
顧
や
検
証
を
行
い
、
未
来

に
進
も
う
と
す
る
取
り
組
み
が
多
く
み
ら
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）

年
に
加
藤
高
明
を
首
班
と
す
る
い
わ
ゆ
る
護
憲
三
派

内
閣
が
男
子
普
通
選
挙
制
度
を
制
定
し
て
か
ら
一
○

○
年
と
い
う
年
で
も
あ
る
。
日
本
の
民
主
主
義
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
と
い
え
よ
う
。

奇
し
く
も
、
そ
れ
は
吉
野
作
造
記
念
館
の
開
館
三

は
じ
め
に

壱
男
子
普
通
選
挙
一
○
○
年

吉
野
作
造
１
人
と
学
問
（
十
五
）

動
く
記
念
館
、
育
つ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

ｌ
戦
後
八
○
年
、
男
子
普
選
一
○
○
年
の
現
在
地

慶
應
義
塾
大
学
教
授

○
年
と
も
重
な
っ
た
。
同
館
が
男
子
普
選
七
○
年
を

記
念
し
て
開
設
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
重
な
り
は

偶
然
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
を
ど
う
生
か
す
か
は
、
現

在
を
生
き
る
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

以
下
、
記
念
館
の
取
り
組
み
を
取
り
上
げ
つ
つ
、

こ
の
一
年
、
昭
和
を
、
戦
後
を
、
民
主
主
義
を
、
私

た
ち
が
ど
う
捉
え
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
を

あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

｜
、
見
せ
て
、
伝
え
る

ｌ
男
子
普
通
選
挙
一
○
○
年

全
国
各
地
で
昭
和
一
○
○
年
、
戦
後
八
○
年
、
男
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記
念
館
が
資
料
館
と
し
て
の
基
本
的
な
機
能
を
備
え

る
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
大
川
真
事

務
長
（
の
ち
に
館
長
。
現
在
、
中
央
大
学
）
が
指
揮

を
執
っ
て
所
蔵
品
を
総
点
検
し
、
目
録
を
整
備
し
た

子
普
選
一
○
○
年
を
記
念
す
る
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
る
な
か
、
記
念
館
で
は
「
大
崎
か
ら
み
る
普

選
元
年
」
が
企
画
さ
れ
た
。
吉
野
は
も
と
よ
り
、
そ

の
周
辺
に
あ
っ
た
内
ケ
崎
作
三
郎
、
官
僚
出
身
の
守

屋
栄
夫
、
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
の
菅
原
伝
、
吉
野
家
の

婿
で
あ
る
赤
松
克
麿
な
ど
か
ら
多
角
的
に
地
域
と
政

治
、
選
挙
の
あ
り
よ
う
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

く
わ
え
て
、
そ
の
際
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
完
全

普
選
、
す
な
わ
ち
婦
人
参
政
権
（
婦
選
）
に
つ
い
て

も
吉
野
の
活
動
を
軸
に
解
説
し
、
青
年
の
政
治
教
育

に
も
相
当
な
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

近
年
の
記
念
館
の
活
動
と
も
リ
ン
ク
し
、
そ
の
広
が

り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

１
具
体
例
と
し
て
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
「
『
普
選
』
へ
の
道
」
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
胃
ｇ
喫
ご
葛
君
君
．
］
胃
胃
ｍ
ｐ
旨
、
匡
邑
ご
胃
困
房
匡
霞
国

鴨
、
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
歴
史
探
偵
」
で
は
「
日
本
人
と

選
挙
」
と
題
し
た
企
画
が
組
ま
れ
、
筆
者
の
ほ
か
、
村
井

良
太
先
生
（
駒
沢
大
学
）
な
ど
記
念
館
関
係
者
も
参
画
し

た
。
こ
ち
ら
は
現
在
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視
聴
で

き
る
。
耳
ｇ
切
叩
登
君
君
署
皀
房
ら
且
⑦
日
目
且
頁
曾
呂
辺
の
９

画
切
崖
、
つ
い
い
←
の
シ
つ
つ
今
、

こ
れ
だ
け
充
実
し
た
展
示
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
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二
、

聞
い
て、

考
え
る

ー
人
材
育
成
研
修
会

こ
と
で 、

そ
の
時
々
の
要
請
に
合
わ
せ
た
能
動
的
な

展
示
が
可
能
と
な
っ
た 。

そ
れ
は
館
内
に
止
ま
ら
ず 、

全
国
的
に
吉
野
の
業

績
と
思
想
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
も
役
立
っ
た 。

目

録
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
で 、

他
の
施
設
が
吉
野
の
資

料
を
借
り
出
し
て
紹
介
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る 。

こ
う
し
て
結
ば
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は 、

翻
っ
て
記
念
館
の
充
実
に
も
貢
献
し
て
い
る 。

私
自
身
は
二
0
0
七
年
か
ら
記
念
館
に
か
か
わ
る

機
会
を
い
た
だ
い
た 。

館
の
運
営
を
引
き
受
け
ら
れ

た
N
P
O
法
人
吉
野
学
人
の
み
な
さ
ん
が 、

新
機
軸

と
し
て
提
案
さ
れ
た
人
材
育
成
が
契
機
だ
っ
た 。

い
や 、

正
し
く
は
吉
野
作
造
賞
の
授
賞
式
に
い
ら

し
た
み
な
さ
ん
が 、

受
賞
者
の
猪
木
武
徳
先
生
（
当

時 、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー）

に
運
営
へ
の

協
力
を
依
頼
し
た 。

そ
れ
に
対
し
て
猪
木
先
生
が
提

示
さ
れ
た
の
が 、

未
来
へ
の
投
資 、

す
な
わ
ち
人
材

育
成
で
あ
っ
た 。

猪
木
先
生
は 、

同
賞
の
受
賞
者
で
あ
る
阿
川
尚
之

先
生
（
当
時 、

慶
應
義
塾
大
学） 、

御
厨
貴
先
生
（
同 、

東
京
大
学）

に
も
声
を
か
け
ら
れ 、

計
画
が
始
ま
っ

た 。

先
生
方
が
共
通
し
て
ご
存
じ
で
人
材
育
成
に
興

味
の
あ
っ
た
私
が
実
働
部
隊
と
し
て
入
り 、

日
本
政

治
思
想
史
を
専
門
と
す
る
苅
部
直
先
生
（
東
京
大
学）

に
も
初
回
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た 。

研
修
会
は
先
生
方
の
講
演
を
中
心
と
し
つ
つ

、

参

加
す
る
学
生
が
大
量
の
文
献
を
読
み 、

自
ら
考
え
る

か
た
ち
を
取
っ
た 。

単
な
る
学
習
会
で
は
な
く 、

参

加
者
が
自
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え 、

動
く
き
っ

か
け
に
で
き
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た 。

今
日
も
同
様
で
あ
る
が 、

最
大
の
課
題
は
予
算

だ
っ
た 。

教
員
を
全
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
と
す
る

こ
と
は
み
な
さ
ん
が
了
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
が 、

学

生
の
参
加
費
は
検
討
が
必
要
だ
っ
た 。

無
料
に
す
る

の
は
筋
違
い
だ
が 、

古
川
ま
で
の
交
通
費 、

宿
泊
費

が
全
て
自
弁
と
な
る
と 、

裕
福
な
学
生
し
か
来
ら
れ

な
い
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
場
に
と
っ
て 、

そ

れ
は
大
き
な
制
約
で
あ
り 、

損
失
と
な
る 。

英
断
は
専
務
理
事
で
あ
っ
た
佐
藤
俊
明
さ
ん
が
下

さ
れ 、

参
加
費
を
極
限
ま
で
抑
え
て
い
た
だ
い
た 。

無
理
を
押
し 、

未
来
の
人
材
の
た
め
に
尽
力
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

研
修
会
は
晩
夏
の
古
川
で
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
と

な
っ
た 。

初
日
の
公
開
講
演
を
記
念
館
で
行
っ
た
の

ち 、

コ
ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
の
中
新
田
の
交
流
セ
ン

タ
ー

で
ゆ
っ
く
り
と
議
論
す
る
時
間
は 、

学
生
は
も

ち
ろ
ん 、

私
た
ち
に
も
大
切
な
も
の
と
な
っ
た 。

参
加
者
は
東
京
（
東
京
大
学 、

慶
應
義
塾
大
学 、

駒
澤
大
学 、

中
央
大
学 、

立
教
大
学） 、

京
都
（
京
都

だ
け
で
な
く 、

大
学 、

同
志
社
大
学 、

龍
谷
大
学）

地
元
・

東
北
大
学
の
学
生
を
迎
え
る
こ
と
に
と
く
に

留
意
し 、

苅
部
先
生
が
東
北
大
学
の
日
本
思
想
史
研

究
室
に
お
声
が
け
く
だ
さ
っ
た 。

現
在
は 、

同
大
の

国
際
文
化
研
究
科
で
学
ぶ
留
学
生
や 、

新
潟
（
新
潟

大
学） 、

さ
ら
に
は
古
川
の
高
校
生
も
参
加
す
る
な

ど 、

大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る 。

本
年
(―
1
0
二
五
年）

の
研
修
会
に
話
を
進
め
よ

う 。

男
子
普
選
一

0
0
年
に
あ
た
り 、

ど
の
よ
う
な

切
り
口
と
す
る
の
が
よ
い
か 、

前
年
の
研
修
会
の
最

中
か
ら
参
加
講
師
の
あ
い
だ
で
議
論
が
進
ん
だ 。

中
高
の
日
本
史
の
授
業
で
は 、
一

九
二
五
年
の
普

通
選
挙
は
治
安
維
持
法
と
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ
る 。

同
法
に
は
戦
時
の
言
論
弾
圧
を
象
徴
す
る
「
稀
代
の

悪
法」

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が 、

学
会
で
は

そ
の
理
解
は
す
で
に
否
定
さ
れ
て
い
る 。
「
悪
法」
と

さ
れ
る
の
は
一

九
二
八
年
の
改
正
に
よ
る
改
悪
部
分

で
あ
り 、

男
子
普
選
と
あ
わ
せ
て
公
布
さ
れ
た
際
に

は
そ
う
し
た
性
格
は
な
か
っ
た 。

そ
れ
を
明
ら
か
に

し
た
中
澤
俊
輔
さ
ん
（
秋
田
大
学）

に
今
回 、

初
日

の
基
調
講
演
を
お
願
い
し
た 。

善
悪
二
分
論
に
帰
着

し
な
い
実
証
的
な
議
論
は
好
評
を
博
し
た 。

二
日
目
の
研
究
会
パ
ー
ト
で
は 、

男
子
普
選
制
定

ま
で
の
政
治
過
程
を
丹
念
に
追
っ
た
奈
良
岡
聰
智
さ

ん
（
京
都
大
学）

と 、

実
施
後
の
議
論
を
福
田
徳
三

を
軸
に
論
じ
た
武
藤
秀
太
郎
さ
ん
（
新
潟
大
学）

が
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担
っ
た 。

同
時
代
の
議
論
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ

と
で
学
生
の
質
疑 、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
例
年
以

上
に
盛
り
上
が
り
と
深
み
を
見
せ
た 。

議
論
は
宿
舎
に
戻
っ
て
か
ら
も
続
い
た 。

全
体
の

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
主
任
学
芸
員

の
小
島
翔
さ
ん
の
発
案
に
よ
り 、

講
義
の
あ
い
だ
や

宿
舎
で
の
時
間
に
も
学
生
間
の
議
論
の
時
間
が
存
分

に
取
ら
れ
た 。

宿
舎
と
な
っ
た
青
葉
荘
さ
ん
は
快
適

な
環
境
と
絶
品
の
食
事
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る 。

お
礼
申
し
上
げ
た
い

。

そ
の
結
果 、

三
日
目
の
最
終
成
果
報
告
会
は 、

ニ

日
間
の
講
義
を
な
ぞ
る
も
の
で
は
な
く 、

そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
報
告
す
る

機
会
と
な
っ
た 。

学
び
の
本
質
は
知
識
を
得
る
だ
け

で
な
く 、

そ
れ
を
自
分
の
こ
と
ば
に
し 、

内
省
と
実

践
を
繰
り
返
す
こ
と
に
あ
る 。

そ
れ
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
時
間
と
な
っ
た 。

ま
も
な
く
二
十
年
を
迎
え
る
こ
の
研
修
会
か
ら

は 、

実
に
多
彩
な
人
材
が
生
ま
れ
て
い
る 。

研
究
者

（
前
述
の
大
川
さ
ん 、

小
嶋
さ
ん
も
本
研
修
会
の
出
身

者
で
あ
る）

、

中
央
・

地
方
の
公
共
部
門
は
も
ち
ろ

ん 、

企
業
で 、

社
会
で 、

地
域
で 、

国
内
で 、

世
界

で 、

自
ら
が
当
事
者
と
し
て
作
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

実
践
し
て
い
る 。

予
算
上
も 、

業
務
上
も 、

か
な
り

の
負
担
が
あ
り
な
が
ら
続
け
て
く
だ
さ
る
記
念
館

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る 。

感
謝
申
し
上
げ
た
い

。

人
材
育
成
研
修
会
か
ら
の
縁
で
事
務
長 、

館
長
と

な
っ
た
大
川
さ
ん 、

そ
れ
を
継
が
れ
た
氏
家
仁
さ
ん

の
も
と 、

記
念
館
で
は
よ
り
広
い
世
代
に
向
け
た
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
涵
養 、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
普
及
が

図
ら
れ
て
い
る 。

高
校
生
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

塾
で
は 、

地
元
の
高
校
生

に
よ
る
十
八
歳
選
挙
権
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や 、

地
域
課

題
へ
の
政
策
提
言
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
継
続
さ
れ
て
い

る 。

静
的
で
顕
彰
に
と
ど
ま
る
施
設
で
は
な
く 、

動

的
で
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
く 、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の

場
と
し
て
記
念
館
は
機
能
し
て
い
る 。

社
会
貢
献
に
取
り
組
む
青
年
へ
の
支
援
も
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る 。

吉
野
作
造
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
は

そ
の
代
表
例
で
あ
ろ
う 。
「
大
崎
高
校
生
ミ
ラ
イ
ゼ

ミ
」

を
主
宰
し 、

初
回
の
助
成
対
象
者
と
な
っ
た
川

向
さ
ん
は 、

現
在 、

世
界
を
舞
台
に
若
者
の
実
践
を

後
押
し
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る 。

芽
が
育
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る 。

そ
う
し
た
な
か
で
も 、

本
年
（
二
0
二
五
年）

ニ

月
に
行
わ
れ
た
お
お
さ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
利
目
さ
せ
ら
れ
た 。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
広
い
会
場
が
来
場
者
で
溢
れ
て
い
た 。

高
校
生
に
よ
る
政
策
提
言
発
表
も
満
席
の
な
か 、

二
、

動
き、

育
て
る

ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

熱
気
を
帯
び
て
行
わ
れ
た 。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

塾
に
く

わ
え
て 、

地
域
の
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
探
究
活
動

が
磨
き
上
げ
ら
れ
て
い
た 。

私
も
大
川
さ
ん
と
と
も

に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が 、

研
究
者
の
視
点
だ
け
で
な
く 、

地
元
の
青

年
会
議
所
の
み
な
さ
ん
が
コ
メ
ン
ト
し 、

実
践
と
支

援
に
結
び
付
け
る
仕
組
み
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

強
い
感
銘
を
受
け
た 。

学
知
と
実
践
知
が 、

高
校
生
の
活
動
を
通
じ
て
結

び
つ
い
て
い
る 。

そ
れ
が
記
念
館
を
飛
び
出
し
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に 、

開
か
れ
た
記
念
館
の
現
在
を

見
た 。

こ
の
活
動
に
は 、

そ
の
後 、

理
事
長
と
な
っ

た
菅
原
美
紀
さ
ん 、

理
事
の
隆
行
さ
ん
の
尽
力
が

あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る 。

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

、
。

さ
ら
に
若
い
世
代
に
向
け
て
は 、

選
挙
の
絵
本
『
ケ

ロ
ッ
キ
ー
プ
ー
と
お
お
き
な
あ
な』

と 、

そ
れ
を
用

い
た
人
形
劇
と
に
よ
る
展
開
が
さ
れ
て
い
る 。

子
ど

も
向
け
に
選
挙
を
し
っ
か
り
と
扱
っ
た
の
は 、

か
こ

さ
と
し
『
こ
ど
も
の
と
う
ひ
ょ
う

お
と
な
の
せ
ん

き
ょ

』

以
来
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

こ
の
企
画
は
同
館
の
職
員
で
あ
る
本
間
明
美
さ

ん 、

菅
原
暢
子
さ
ん
（
作
画
も
！）

が
取
り
組
ま
れ

た
と
い
い 、
（
公
財）

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
か
ら
優

良
活
動
表
彰
を
受
け
る
な
ど 、

高
く
評
価
さ
れ
て
い

る 。

活
動
の
射
程
は
存
分
に
広
が
っ
て
い
る 。
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清
水
唯
＿

朗
氏

先
生
は
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授 。

博
士

（
法
学） 。

専
門
は
日
本
政
治
外
交
史 、

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー 。

著
書
に
『
政
党
と
官
僚
の
近
代』
（
藤
原
書
店 、
ニ

0
0
七
年） 、
『
近
代
日
本
の
官
僚』
（
中
公
新
書 、
二
0
-

三
年） 、
『
日
本
政
治
史』
（
共
著 、

有
斐
閣 、

二
0
二
〇

年）
、

T
h
e

O
ri
gi
n
s
 of
 
M
o
d
e
rn
 J
a
p
a
n
e
s
e
 

Burea
ucrac
y
 (
Bl
8
ms
b

ury,
 
2
0
1
9
)、
『
原
敬』
（
中
公

新
書 、

二
0
ニ
ー
年） 、
『
政
務
調
査
会
と
日
本
の
政
党
政

治』
（
共
編
著 、

吉
田
書
店 、

二
0
二
四
年） 、
『
内
務
省』

（
共
編
著 、

購
談
社 、
二
0
二
五
年）
な
ど 。
二
0
0
七
年

度
よ
り
吉
野
作
造
記
念
館
人
材
育
成
研
修
会
に
講
師
と
し

て
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す 。

九
月
二
四
日
放
送
の
N
H

K
T
V
「
歴
史
探
偵
ー
日
本
人
と
選
挙」

に
ご
出
演
な
さ

い
ま
し
た 。

お
わ
り
に

ご
紹
介

今
の
記
念
館
の
姿
を
吉
野
が
見
た
ら 、

な
ん
と
い

う
だ
ろ
う
か 。
「
お
お
き
な
あ
な」

に
登
場
す
る
森
の

相
談
役
・

サ
ク
ゾ
ウ
さ
ん
は 、

動
物
た
ち
の
答
え
に

「
ミ
ン
ポ
ー
ン
b」

と
い
う
口
癖
で
応
じ
る 。

良
い
こ

と
の
背
中
を
押
す
こ
と
ば
だ
と
い
う 。

記
念
館
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と 、

そ
れ

も 、

長
ら
く
吉
野
の
思
想
を
伝
え
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
本
通
信
と
同
様
に 、

世
の
中
を
変
え
る 、

私
た
ち

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
一

歩
だ
ろ
う 。

（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授）




